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山口県報道懇話会との懇談会山口県報道懇話会との懇談会
と　き　令和 7 年 12 月 9 日（火）19：00 ～と　き　令和 7 年 12 月 9 日（火）19：00 ～

ところ　マリーゴールドところ　マリーゴールド

[ 報告：常任理事　長谷川奈津江 ]

　医師会と報道関係者との相互理解のため、今年
度も標記懇談会を開催した。
　加藤会長の開会挨拶の後、山口県報道懇話会の
幹事であるエフエム山口 総務部兼編成制作部 部
長職からご挨拶をいただき、その後、出席者によ
る自己紹介を行った。

意見交換
　今回のテーマは「OTC 類似薬について」とし
た。加藤会長からOTC 医薬品とOTC 類似薬につ
いて説明した後、OTC 類似薬の保険給付のあり
方の見直しは、患者・家族の経済的な負担が増加
すること、地方やへき地では市販薬が購入できな

いため、薬が届かなくなるというアクセス等の問
題、医療機関の受診遅延による健康被害、オーバー
ドーズの問題などについて説明した。併せて、医
療用医薬品と OTC 医薬品の薬剤費を比較し、自
己負担が薬によっては 50倍にもなることを説明
し、OTC 類似薬の保険給付を継続する必要性を
訴えた。
　懇話会側からは、OTC 類似薬の成分に関する
内容や湿布薬に代表される残薬の問題など、その
場で多くの質問が出され、活発な意見交換がなさ
れた。その後、引き続いて行われた懇親会でも多
くの質問があり、意見交換を行った。
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